
　
４
月
１
日
�
か
ら
、
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
障
が
い
者
世
帯
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

家
事
援
助
な
ど
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
補
装
具
の
給
付
を
併
せ
て

受
け
る
場
合
に
、
利
用
者
負
担
の

上
限
額
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
の
自
立
し
た
生

活
を
支
え
る
た
め
、
専
門
職
員
に

よ
る
保
育
所
へ
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
開
始
。
さ
ら
に
、
通
学
時

の
移
動
支
援
も
一
定
の
条
件
の
下

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
住
ま
い
の
区
の
保
健
福
祉
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
区
役
所（
1
�
）の
保
健
福

祉
課
 

利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、障
が
い
児
を
対
象
と
し
た
支
援
を
拡
充 

　
４
月
１
日
�
か
ら
、
市
立
の
精

神
科
病
院
で
あ
る
静
療
院
の
成
人

部
門
が
、
中
央
区
の
市
立
札
幌
病

院
に
移
転
統
合
し
、
「
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
診
療
を
開
始

し
ま
す
。
　
 

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
精
神
科
病

院
だ
け
で
は
治
療
が
難
し
い
、
身

体
合
併
症
や
精
神
科
救
急
の
方
に

対
応
で
き
る
医
療
機
関
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
他

の
診
療
科
と
連
携
し
た
治
療
が
行

え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
一

定
の
治
療
後
は
、
地
域
の
医
療
機

関
に
引
き
継
ぐ
役
割
も
担
い
ま
す
。

　
な
お
、
静
療
院
の
小
児
部
門
は

４
月
か
ら
「
児
童
心
療
セ
ン
タ
ー
」

と
名
称
を
変
更
。
現
在
の
場
所（
豊

平
区
平
岸
４
の
１８
）で
引
き
続
き

診
療
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
　

　
　
　
静
療
院
庶
務
課
�（
８２１
）０

０
７
０
 

4
月
か
ら
市
立
札
幌
病
院
に
 

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
す
 

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
 

精
神
科
と
他
の
診
療
科
が
連
携
し
た
医
療
を
提
供 

4月から始まるサービス 

所在地 中央区北11条西13丁目 
診療案内 新患の方は、原則として
他の病院や診療所からの紹介状と
事前の予約が必要です。 
ホームページ 
www.city.sapporo.jp/hospital 

※移転統合に伴い、静療院の成人
部門の外来診療は3/23（金）を最
後に閉診します。 

精神医療センター 

白石区複合庁舎 
整備基本計画案のポイント 

主
に
児
童
を
対
象
と
し
た
支
援 

利
用
者
負
担
の
軽
減 

　同じ月に利用した、家事援助などの障害
福祉サービスと補装具の利用者負担額の
合計が、基準額を超えた場合、その分の払
い戻しが受けられます（4月以降利用分が対象）。 

対象 障がいのある市民税課税世帯の方
（児童を含む） 

　生活に必要な能力を身に付けるため
放課後などの時間を活用し、工作などの
創作活動や地域との交流を行います。 

対象 障がいのある小中学生、高校生 

放課後等デイサービス 

　保護者が就労や障がいなどで子ども
の通学に付き添えないとき、ヘルパーに
よる介助を受けられます。 

対象 小学生以上で、障がいにより一人
での通学が困難な方 

通学支援（移動支援の範囲拡大） 

　専門職員が保育所などを訪問。集団
での生活に必要な支援や、スタッフへの
助言を行います。 

対象 障がいのある保育所児、幼稚園児、
小学生 

保育所等訪問支援 

市立札幌病院 

児童心療センター 

小児部門 
新設 

他の 
診療科 

成人部門 

連携 

その1

その2

単科の精神科病院では対応が困難な、精神と身体の疾
患を併せ持つ方の治療を行います。 

救命救急センターなどでの救急医療を終えた後も、精
神疾患の入院が必要な方の治療を引き続き行います。 

特長 

今まで 
静療院 

救命救急 
センターなど 

精神医療 
センター 

、 


